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2022年 6月 13日 

各  位 
会 社 名 ト ル ク 株 式 会 社  
代表者名 代表取締役社長  檜 垣 俊 行 

（コード番号 8077 東証プライム） 

問合せ先 管 理 部 長  志 柿  貴 士 

（ＴＥＬ：06－6535－3690） 

 
 

2022年10月期第2四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 
 

 

 2021年 12月 14日に公表しました 2022年 10月期第 2四半期連結累計期間（2021年 11月 1日～

2022年 4月 30日）の業績予想値と本日公表しました実績値に差異が生じましたので、下記のとおり

お知らせいたします。 

 

記 

 
1．2022 年 10 月期第 2 四半期連結累計期間の業績予想値と実績値の差異 

（2021 年 11 月 1 日～2022年 4 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

10,230 

百万円 

98 

百万円 

191 

百万円 

138 

円 銭 

5.57 

実績値(Ｂ) 9,928 136 228 147 5.94 

増減額(Ｂ－Ａ) △301 38 37 9  

増減率(％) △2.9 39.6 19.9 6.6  

（ご参考）前期連結実績 

（2021 年 10月期第２四半期） 
9,286 △77 21 △22 △0.90 

 
 

2．差異の理由 

 2022 年 10 月期第２四半期の売上高は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が緩和され、公

共投資は概ね堅調に推移し、民間設備投資なども持ち直しの動きがみられました。しかし、急激な円安

の進行や資材価格の高騰の影響受けたことにより前回発表の業績予想を下回りました。営業利益、経常

利益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、仕入価格の上昇に対応した利益率の確保や、運賃等の見

直しによる経費削減に取り組んだことにより、前回発表の業績予想を上回る結果となりました。 

なお、2021 年 10 月期通期連結業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報や予測等を踏まえ、

2021 年 12 月 14 日に公表いたしました通期の業績予想を据え置いております。今後、業績予想の修正

が必要となった場合は、速やかに公表いたします。 

 

以 上 


